
索引一覧 

注１ サイエンスアドバイザー（SA）‥‥SSH 指定 3期目に、本校卒業生の科学技術人材で、

本校の探究活動等の支援をいただける方を登録した。課題研究では、プ

ログレスレポート発表会（7 月）、中間発表会（11月）、課題研究発表会

（2月）に案内し参加願うとともに、発表会の資料（研究要旨や論文な

ど）をお送りして、支援できる研究があればご支援いただき、生徒の研

究に対する意見もいただく。4期目は、本校卒業生に限らず、地域の科

学技術人材に枠を広げ登録していただいている。「シニア人材」「ヤング

人材」も SAとして登録願っている。現在 79名の方に登録いただいてい

る。 

 

注２ 「神高ゼミ」‥‥かつてはゼミ形式で、神戸高校に関する事柄を扱った本校での総合

的な学習の時間を「神高ゼミ」と長く呼んでいた。現在ではグループで

行う探究活動が中心でゼミ形式ではないが、呼称を継承し「神高ゼミ」

と呼んでいる。 

 

注３ 「8つの力」‥‥資料 1参照 

 

注 4 「17 項目の定義」‥‥「8 つの力」を「17 項目の定義」（1a～8b）に分けた。資料 5

参照 

 

注 5 「33項目の尺度」‥‥「17項目の定義」を測定する「33項目の尺度」（1a1～8b2）を

設定。2年次報告書最初のページに見開きで掲載 資料 5参照 

 

注 6 「SSH連絡会」‥‥SSH 連絡会は、SSH 事業や進路に関する情報交換をする SSH 7校(現

在 8 校)連絡会議として、平成 25 年度に北陸・関西圏の府県から各１

校の SSH 校が集まり実施された。当時は SSH 研究指定が始まって 10 

年余りが経過しており、校内体制の構築、各校で進められている特色あ

る取組の内容、そして、事業評価の方法などについて、活発に意見交流

が行われた。（構成：石川県立金沢泉丘高等学校・福井県立藤島高等学

校・滋賀県立膳所高等学校・京都市立堀川高等学校・奈良県立奈良高等

学校・大阪府立天王寺高等学校・兵庫県立神戸高等学校・三重県立津高

等学校） 
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注 7 「探究型学力高大接続研究会」‥‥SSH連絡会の各校の指導事例をもとに、各校で共通

する部分で統一的な枠組みを構築し、生徒の課題研究の質の改善や、教

員の指導力向上を図るとともに、より良い高大接続のあり方に対して提

案を行うことを目的として、平成 29年度より研究を進めてきた。 

          令和元年 7月「探究型学力 高大接続シンポジウム」を開催。本研究会

のシニアアドバイザー京都大学大学院教育学研究科西岡加名恵教授の

講演、愛知県立大学教育福祉学部大貫守講師のワークショップ、北野正

雄京都大学副学長や小林傳司大阪大学副学長からもご意見をいただき、

全国の高等学校教員、管理機関から 174名が参加、研究会で作成を進め

てきた「標準ルーブリック」を、全国の高等学校ならびに大学に提案し

た。また、本校が主催する重点枠事業で、「兵庫県内の高校・高等専門

学校における理数教育と専門教育に関する情報交換会」を開催、大学関

係者だけでなく、研究機関、企業からも参加を得て、高等学校における

理数教育に関する情報交換を行っている。 

 

注 8「標準ルーブリック」‥‥「探究型学力高大接続研究会」で作成したもので実験系の探

究活動・数学の探究活動の評価に使うことができるルーブリック。本校

主催で行った「探究型学力 高大接続シンポジウム」を行い、「標準ルー

ブリック」を全国の高等学校ならびに大学に提案するとともに、議論を

深めた。 
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資料４ 
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資料６ 

総合理学科（主対象生徒）の進路状況の変容 

 進学

者数 

研究系大学 

(旧帝大＋東京工業大) 

比

率 

国公立医学部医学科 

(産業医・自治医は除く) 
比率 

1 期目（経過処置 1年含む） 

4年間 
150 65 43% 8 5.3% 

2 期目 5年間 198 87 44% 31 16% 

3 期目 5年間 199 105 53% 33 17% 

4 期目 2年間 67 43 64% 20 30% 

1期目終了時に総合理学コースから総合理学科（理数科）に改変 

県内国立大学（神戸大学）進学者が減り、自ら目指す研究内容に応じて全国の大学へと進学先が変わっ

ていった。 

SSH 事業での様々な経験がキャリア教育（進路決定にも影響を及ぼした）としても機能していると考えら

れる。 
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資料 11 

国際科学オリンピック予選等参加者数と顕著な成績 

 H30年度 R1年度 報告書掲載 

数学オリンピック 38名 28名 報 1p36、報 2p61 

物理チャレンジ 7名 10名 報 1p37、報 2p58 

    

化学グランプリ 62名 78名 報 1p38、報 2p59 

生物オリンピック 30名 24名 報 1p39、報 2p60 

地学オリンピック 1名 2名 報 1p39、報 2p60 

科学地理オリンピック 1名 3名  

参加者合計 139名 145名  

顕著な成績 

数学オリンピック 本選出場 H30年度 7名 R1 年度 1名 

物理チャレンジ  H30 年度全国大会出場 1名 優良賞 1名 

         R1年度全国大会出場 3名 銅賞 1名 

化学グランプリ  R1 年度全国大会出場 3名 銀賞 1名 

生物オリンピック H30 年度全国大会出場 1名 敢闘賞 

         国際大会最終候補 1名 

         R1年度年度全国大会出場 1名 総合成績第 1位 

地理オリンピック H30 年度全国大会出場 1名 

R1年度年度全国大会出場２名 銅賞 1名 
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